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—
—

大
使
は
二
〇
二
一
年
三
月
の
着
任
以
前
に
も
、
二
度
日
本
で

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
使　

合
計
三
度
に
わ
た
る
日
本
で
の
生
活
を
通
し
て
、
日
本
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
〇
年
に
二
等
書
記
官
と

し
て
初
め
て
駐
日
大
使
館
に
着
任
し
た
時
、
日
本
の
若
者
の
海
外
志

向
の
強
さ
と
、
日
本
の
国
際
化
へ
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
た
。
公
使
と

し
て
日
本
に
戻
っ
て
き
た
二
〇
一
二
年
は
、
ち
ょ
う
ど
第
二
次
安
倍

晋
三
内
閣
が
発
足
し
、
日
本
が
国
際
平
和
の
た
め
に
積
極
的
な
役
割

を
果
た
す
決
意
を
明
確
に
し
た
年
で
す
。
こ
れ
は
安
全
保
障
面
で
の

英
日
の
協
力
が
大
き
く
進
展
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

駐
日
大
使
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
時
、
私
は
と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
し
た
。
最
初
に
日
本
に
赴
任
し
た
時
に
は
、
ま
さ
か
自
分
が
大
使

に
な
れ
る
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、

歴
代
の
駐
日
大
使
は
全
員
男
性
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
我
が
国
初
の

女
性
の
駐
日
大
使
と
し
て
、
私
は
英
日
関
係
の
発
展
の
た
め
に
全
身

全
霊
で
職
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

—
—

日
本
で
の
思
い
出
の
場
所
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

大
使　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
一
番
は
長
年
暮
ら
し
て
い

駐
日
英
国
大
使

ジ
ュ
リ
ア・ロ
ン
グ
ボ
ト
ム

駐
日
大
使
は
、
各
国
の
正
式
代
表
と
し
て

日
本
に
常
駐
す
る
唯
一
の
存
在
。

大
使
の
目
に
、
日
本
外
交
は
ど
う
映
る
の
か
。

イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
「
傾
斜
」
を
進
め
る

英
国
の
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
大
使
に
聞
く
。

Julia Longbottom CMG
1986 年に外務省入省。90 〜 93 年に二
等書記官、2012 〜16 年に公使として駐日
大使館に勤務。領事局長やコロナウイルス
対策本部長を務めた後、21年3月より現職。

「
広
島
ア
コ
ー
ド
」で
具
体
化
す
る
協
力

日
英
関
係
は
新
た
な
時
代
へ

駐
日
大
使
は
語
る
⑨

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀
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る
東
京
で
す
。
東
京
は
現
代
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
の
伝
統
と

文
化
を
体
現
す
る
都
市
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら
美
術
館
ま
で
何
で

も
楽
し
め
ま
す
。
東
京
以
外
に
も
日
本
に
は
魅
力
的
な
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
日
本
各
地
に
私
の
友
人
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
ア
ー

ト
の
島
」
と
し
て
知
ら
れ
る
香
川
県
の
直
島
で
は
、
美
し
い
景
色
の

中
で
た
く
さ
ん
の
斬
新
な
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
広
島
は
国

際
的
か
つ
オ
ー
プ
ン
な
都
市
で
、
人
々
は
い
つ
も
温
か
く
も
て
な
し

て
く
れ
ま
す
。
九
州
や
北
海
道
の
雄
大
な
自
然
を
体
感
す
る
の
も
大

好
き
で
す
。

英
国
外
交
の
伝
統
と
は

—
—

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
英
国
は
国
際
秩
序
の
形
成
・
維
持
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
英
国
外
交
の
伝
統
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

大
使　

英
国
は
「
国
益
」
を
広
く
捉
え
る
国
だ
と
い
え
ま
す
。
世
界

の
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、
英
国
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、
問

題
解
決
の
た
め
の
手
助
け
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
世
界
の
平
和
と
安
定

こ
そ
が
、
英
国
の
国
益
に
資
す
る
か
ら
で
す
。

　

英
国
外
務
省
に
つ
い
て
い
え
ば
、
外
交
官
の
言
語
習
得
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
私
自
身
も
日
本
語
を
学
び
ま
し
た
。
英
語
は
世
界
共
通

語
で
す
が
、
赴
任
す
る
国
を
深
く
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
国
の
言
語

を
習
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

例
え
ば
、
一
六
〇
〇
年
に
初
め
て
日
本
に
た
ど
り
着
い
た
英
国
人

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
は
、
徳
川
家
康
か
ら
領
地
を
与
え
ら
れ

て
、「
三
浦
按
針
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
将
軍
の
外
交
顧
問

と
し
て
働
き
ま
し
た
。
彼
が
幕
府
か
ら
信
頼
さ
れ
た
の
は
、
日
本
語

を
習
得
し
て
、
日
本
人
の
心
理
や
利
害
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
九
世
紀
後
半
に
駐
日
公
使
な
ど
を
務

め
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
当
時
の
英
国
を
代
表
す
る
外
交
官

の
一
人
で
あ
り
、
優
れ
た
日
本
研
究
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
政

治
・
外
交
か
ら
自
然
・
生
態
系
ま
で
、
日
本
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
精
通
し
て
い
ま
し
た
。
正
直
、
ア
ダ
ム
ス
や
サ
ト
ウ
に
比
べ
れ

ば
、
私
の
日
本
に
関
す
る
知
識
は
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
（
笑
）。

　

今
日
で
は
、
外
交
官
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
が
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
外
国
語
だ
け
で
な
く
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
知
識
も
習

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
が
外
務
省
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
長
在
任
中
に
、
私
た
ち
は
世
界
各
地
の
大
使
館
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
集
約
す
る
方
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。
英
国

は
、
直
面
す
る
課
題
に
素
早
く
対
処
す
る
た
め
に
、
新
し
い
手
法
を

取
り
入
れ
る
の
が
得
意
な
国
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
英
国
外
交
の

「
伝
統
」
な
の
で
す
。
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イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の「
傾
斜
」と「
広
島
ア
コ
ー
ド
」

—
—

英
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

大
使　

ロ
シ
ア
に
よ
る
違
法
な
侵
略
が
開
始
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
英

国
は
米
国
と
協
力
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
正
確

な
情
報
を
世
界
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
英
国
の
対
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
、
約
九
三
億
ポ
ン
ド
（
約
一
兆
七
〇
〇
〇
億
円
）

に
の
ぼ
り
、
そ
の
約
半
分
が
軍
事
支
援
、
約
半
分
が
財
政
支
援
と
人

道
支
援
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
連
憲
章
に
則
っ
た
国
際
秩
序
の

維
持
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
我
が
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
続

け
ま
す
。

—
—

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
平
和
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

大
使　

広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｇ
７
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
連
帯
を
示
し

ま
し
た
。
今
後
、
Ｇ
７
は
経
済
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
保
障
で
も
一

層
重
要
な
枠
組
み
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
平
和
記
念
公
園
で
の

各
国
首
脳
に
よ
る
献
花
で
は
、
核
兵
器
が
二
度
と
使
わ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
７

が
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
決
意
を
示
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と

の
連
携
を
深
め
る
上
で
、
日
本
は
議
長
国
と
し
て
類
稀
な
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
し
た
。
リ
シ
・
ス
ナ
ク
首
相
も
、
岸
田
文

雄
首
相
の
手
腕
を
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

—
—

大
使
は
六
月
の
「
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女
共
同
参
画
・
女

性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
」
に
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
ね
。

大
使　

英
国
政
府
を
代
表
し
て
、
ま
た
女
性
大
使
と
し
て
、
会
議
に

出
席
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
光
栄
で
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
唯
一
の
男
性
出
席
者
だ
っ
た
小
倉
將
信
大
臣
（
当
時
）
が
、
日

本
が
直
面
す
る
課
題
を
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
会
議
の

直
前
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
発
表
し
た
男
女
平
等

度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
日
本
は
一
二
五
位
（
一
四
六
ヵ
国
中
）
で
し

た
。
し
か
し
、女
性
の
健
康
や
教
育
に
つ
い
て
は
、日
本
は
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
す
る
カ
ギ
は
、
女
性
の

政
治
参
加
で
す
。
課
題
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若
い
世
代
の

考
え
方
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
日
本
の
女
性
が
さ
ら

に
活
躍
で
き
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

—
—

英
国
は
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
ま
す
。
今
年

七
月
に
は
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び

先
進
的
な
協
定（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）」加
入
議
定
書
に
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

大
使　

イ
ン
ド
太
平
洋
は
、
著
し
い
経
済
成
長
と
と
も
に
、
安
全
保

障
環
境
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
私
が
駐
日

大
使
に
就
任
し
た
二
〇
二
一
年
三
月
、
英
国
は
『
統
合
レ
ビ
ュ
ー
』

を
発
表
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
「
傾
斜
（tilt

）」
を
鮮
明
に
し
ま

し
た
。
同
文
書
で
も
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
は
英
国
の
「
最
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も
緊
密
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
つ
」
で
す
。
日
本
の
安
全
保
障

に
関
わ
る
問
題
は
、
英
国
の
安
全
保
障
に
も
直
結
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
英
日
は
安
全
保
障
協
力
を
大
き
く
進
展
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
透
明
性
や
公
平
性
と
い
う
点
で
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
我
が
国
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
る
こ
と
で
大
き
な
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
枠
組
み
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
で

き
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

—
—

八
月
三
〇
日
に
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
レ
バ
リ
ー
外
相
が
訪
中

し
ま
し
た
。
英
外
相
が
訪
中
す
る
の
は
約
五
年
ぶ
り
で
す
。

大
使　

英
国
は
中
国
と
協
力
関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
中
国
と
の
協
力
な
し
に
は
解
決

で
き
な
い
問
題
は
数
多
く
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
も
し
中
国
が

英
国
や
国
際
社
会
の
利
益
を
損
な
う
行
動
を
と
る
な
ら
、
私
た
ち
は

は
っ
き
り
と
異
議
を
唱
え
ま
す
。
中
国
と
協
力
す
る
た
め
に
ど
う
向

き
合
う
か
、
今
後
も
英
国
は
日
本
と
も
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

ま
す
。

—
—

安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
、
広
島
サ
ミ
ッ
ト
前
日
に
行
わ
れ

た
日
英
首
脳
会
談
で
「
広
島
ア
コ
ー
ド
」
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

大
使　

現
在
、
英
日
は
共
通
の
脅
威
や
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
強
固
な
協
力
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
文
書

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、「
広
島
ア
コ
ー
ド
」
は
経
済
と

安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
英
日
の
協
力
を
、
具
体
的
か
つ
大
幅
に
進

展
さ
せ
る
合
意
で
す
。
大
使
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
、
こ

の
合
意
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
日
本
外
務
省
の
欧
州
局
西
欧
課

の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
広
島
ア
コ
ー
ド
」
で
は
、
観
光
・
留
学
・
研
究
協
力
・
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
を
通
じ
た
人
的
交
流
の
再
活
性
化
も
謳
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り—

—

特
に
若
い
世
代
の
絆
が
、

こ
れ
か
ら
の
英
日
関
係
を
支
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
駐
日
英
国
大
使

館
は
、
政
府
・
民
間
レ
ベ
ル
の
双
方
で
、
英
日
関
係
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
●

G7 広島サミット開催に先立つ 5月18日、日英首脳会
談で、強化されたグローバルな戦略パートナーシップ「広
島アコード」が合意された




